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2012年７月１日　第93号

せいしんかい報せいしんかい報
救護施設やしおみ荘
〒972-0161 福島県いわき市遠野町上遠野字堀切27
(0246) ８９－３３３３　(0246) ８９－３３３４

ケアホーム・グループホーム　レジデンスなこそ

メゾン・ド・あたご、メゾン・ド・ほりきり、コーポおかおな

指定相談事業・地域生活相談室せんとらる
〒979-0145 福島県いわき市勿来町四沢清水17-1
(0246) ６５－５２２２　(0246) ６５－４１６０

障がい者支援施設ふじみの園
ショートステイほっと
〒972-0252 福島県いわき市遠野町上根本字白坂384-1
(0246) ８９－３４００　(0246) ８９－３４５４

虹のかけはし
〒971-8101 福島県いわき市小名浜丹波沼61-1
(0246) ７３－０１１１　(0246) ７３－０１１２

ワークセンターしおさい
〒971-8161 福島県いわき市小名浜諏訪町1-10
(0246) ７３－２０７７　(0246) ７３－２０７８

手打ちうどん　天真庵
〒974-8212 福島県いわき市東田町2-11-7 
・(0246) ７７－２０３３

ヘルパーステーションあくてぃぶ
〒979-0145 福島県いわき市勿来町四沢清水17-1
(0246) ６５－５７００　(0246) ６５－５７００

放課後等児童デイサービスちゃーむ・
地域生活支援事業ウイズ
〒971-8166 福島県いわき市小名浜愛宕上13-23
(0246) ７３－２０３３　(0246) ７３－２０３４

注目記事

◆１ページ◆ スプリンクラー整備事業

　平成21年４月の消防法の改正により、入所施設も平成24年

３月までにスプリンクラー設置が義務付けられ、やしおみ荘・

レジデンスなこそも、いわき市より社会福祉施設等耐震化等

整備事業補助により設置が完了し、利用者の安心安全を確保

することができました。

やしおみ荘　　　　　補助金　　２８，９９８，０００円

　　　　　　　　　　自己資金　１８，１９９，５００円

　　　　　　　　　　総事業費　４７，１９７，５００円

レジデンスなこそ　　補助金　　　６，６９３，０００円

　　　　　　　　　　自己資金　　３，２８２，０００円

　　　　　　　　　　総事業費　　９，９７５，０００円

やしおみ荘･レジデンスなこそスプリンクラー整備事業

　５月13日

（日）、福島市

あづま陸上競

技場・あづま

総合運動公園

にて第50回福

島県障害者総

合体育大会が

開催されまし

た。ふじみの園からは選手、応援の11名が50m走とフライン

グディスク２チームに分かれて参加しました。当日朝は曇り

空で肌寒さを感じましたが、昼近くになると太陽が燦々と照

り最高の晴れ模様となり、額に汗しながら一生懸命競技した

結果５個のメダルを獲得することが出来ました。メダルを首

から下げ誇らしげに帰園したメンバーの表情はとても輝いて

いました。結果だけでなく諦めず最後まで頑張ることの大切

さを感じた一日でした。

歩行者天国参加　　虹のかけはし

第50回福島県障害者総合体育大会　　ふじみの園

　５月５日（土）、虹のかけはし、天真庵の利用者・保護者・

職員合わせて約30名が、いわき市植田町にて実施された歩行

者天国に参加しました。

　当日の天候は文句なしの晴天。「こどもの日って、毎年晴

れるんだよね」とよく言われるとおり、まるで一足早い夏が

来たような、暑い中での参加となりました。

　当日販売したのは、パン、シュークリーム、キツネうどん、

生うどん、クッキーなど。

　お客様も大勢訪れ、利用者たちは暑さに負けず、「いらっ

しゃいませ、おいしいですよ、どうぞ……。」など思い思い

に声をかけながら、一生懸命販売に取り組んでいました。

休憩時間には交代で散策し、歩行者天国を楽しむこともでき

ました。

　皆さん、ちょっとだけ日焼けもしてしまいましたが、同

時に楽しい思い

出も残せたよう

です。これから

も共に頑張りま

しょう。

　今回の参加に

あたり、ご協力

いただいた保護

者の皆様はじめ、

関係者の皆様、

本当にありがと

うございました。
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　今年も桜の季節がやってきました。ふじみの園の

桜の木をみながら皆「お花見はいつ」と職員に尋ね

てきました。４月18日（水）、19日（木）の２回に

分けてお花見を行いました。男子は湯本方面へ、女

子は勿来方面へそれぞれ出掛け短い時間ではありま

すがお花見をしました。桜の花びらに触れる方や木

の下で眺める方、ジュースに夢中の方、それぞれが

そのひとときを楽しんでいました。

ふじみの園

　４月18日(水)、小名浜の大畑公園にお花見に出か

けました。昨年は東日本大震災と東京電力福島第一

原子力発電所事故の影響により中止となりました

が、今年は少し風があったものの、前日の悪天候の

予報も外れ、暖かい日差しの中で花見を行うことが

できました。所々道路に亀裂や段差等があり、大震

災の爪痕が残っているところもありましたが、公園

内には満開に咲き誇った桜を一目見ようと多くの人

が足を運んでいました。利用者も昨年は見られな

かった２年ぶりのピンク色の花びらを眺めて、「やっ

ぱり綺麗だね。」と真剣な表情で話をし、その姿は

昨年一年にあった出来事を振り返っているようにも

見えました。

　いよいよ楽しみにしていたお花見弁当が準備され

ると、そこからは「花より団子」です。桜のことは

忘れてしまったかのように黙々と食べ進めている方

や隣に座っている他利用者の饅頭に手が伸びてしま

う方など、思い思いにお花見を楽しんでおり、穏や

かな陽気に自然と笑顔になっていました。

　久しぶりの外出に帰る頃には疲れた表情を見せて

いる方もいましたが、バスの中では「次も同じ場所

に来たい。」とすでに来年の要望も聞かれ、これま

でのお花見とはまた違う新しい思い出ができまし

た。

やしおみ荘

　４月 2 4日

（火）、午前

中の作業を終

えた後、いわ

き公園にてお

花見を開催し

ました。開催

時期が遅かっ

た為、葉桜に

なっていないかと心配していましたが、桜は満開、

天候にも恵まれ、絶好のお花見日和となりました。

いわき公園では各自持参したお弁当やお菓子をほお

張り、会話を楽しんだり景色を楽しんだり…たくさ

ん食べたカロリーを消費するために園内を散歩した

り…と、充実した時間を過ごしました。昨年は震災

直後であり、桜を楽しむ時間がありませんでしたが、

久しぶりに全員揃って自然を感じることが出来、利

用者の方々にも笑顔がみられていました。

しおさい

　４月27日（金）、天気予報では雨の予報が出てお

り、雨を晴れに変える気持ちでお花見当日を迎えま

した。しかし想いが届かず、当日もやはり天気予報

通りの生憎の雨。午前中の作業を終えた後、お花見

会場を公園から虹のかけはしへ移してのお花見開始

となりました。

　色とりどりのオードブルを皆で囲み、久しぶりの

行事に利用者のきらきらした笑顔で、虹のかけはし

は溢れていました。お花見が開始すると、場所など

関係ありません。会話も弾み、思い思いの時間を過

ごしました。会食が終わると、景品を賭けたカルタ

取りが始まりました。身を乗り出して、目の色を変

え、読み上げられるカルタを目指して手を上げる利

用者の姿が印象的でした。白熱した戦いの後は、バ

バ抜きを行ないました。大人数でババ抜きは、経験

が無い利用者が多く、楽しいひと時となりました。

　虹のかけは

しの中に、利

用者の笑顔が

桜と代わり、

ぱっと咲き、

良いお花見と

なりました。

虹のかけはし
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未帰省者外出　　ふじみの園

　５月３日（木）と４日（金）に、未帰省者外出を行いまし

た。３日は女子利用者11名が和風レストランへ食事に出掛け

ました。ゴールデンウィークにお家に帰省出来ない皆さんは

この日をとても楽しみにしていました。到着すると、待ちき

れない様子で厨房の方を覗いていました。皆さん普段はなか

なか味わう事の出来ない、新鮮なお刺身や豪華な天ぷらに舌

鼓を打っていました。翌日は男子利用者11名が、地元のレス

トランへ外出し食事をしました。そこはハンバーグやカレー

ライス等皆さんの大好物のメニューがたくさんで、どれにし

ようか迷いながら選んでもらいました。もちろん味の方も文

句なし。料理が出てくると歓声を上げて、あっという間に食

べてしまいました。今回はゴールデンウィーク真っ只中の外

出という事もあって、皆さん人の多さにびっくり。地域の方

との交流を深める事が出来て、大変有意義な時を過ごす事が

出来ました。短い時間ではありましたが、楽しい未帰省者外

出となりました。

磐城高校定期演奏会での販売　　虹のかけはし　　しおさい

　５月４日（金）、５日（土）、磐城高校吹奏楽部定期演奏会

にて、虹のかけはしのシュークリーム・カップケーキ・しお

さいうどんを販売させていただきました。磐城高校吹奏楽部

は全国レベルの実力を持つだけあり、当日はたくさんのお客

様が来演されました。ロビーで販売させて頂きましたが、演

奏会の合間に生徒さんや保護者会の皆様が販売ブースに来

て、利用者と共に販売を行なって下さいました。生徒さんの

声に負けじと、利用者の皆さんも大きな声で自分たちの製造

した商品を宣伝し、その甲斐あってたくさんのお客様が商品

を手にしてくださいました。磐城高校のご厚意でこのような

場を設けていただき大変ありがたく思っております。またこ

のような場にお誘いいただけるよう、地域に愛される商品を

作り続けていきたいと思います。

ウォーキング　　やしおみ荘

　５月11日（金）近所の八幡神社までウォーキングを行ない

ました。前日の天候が悪かったこともあり、利用者の多くが

天候を心配されていましたが、天気も良く、元気に出発しま

した。八幡神社までは20分ほどの道のりであり、景色を眺め

ながら歩きました。神社ではジュースやお菓子を食べたり、

散策したり、神社にお参りをしたりと各々外の空気を体全体

で感じていました。荘内での高齢化も進み、年々参加者は少

なくなっていますが、参加された方はまた行きたいと話され

ており怪我も無く楽しんでいました。

子どもの日　　ちゃーむ

　５月２日（水）、子どもの日の集会を行いました。

　こいのぼりのうろこは、指に絵具をつけて模様をつけまし

た。いろんな色を混ぜて、カラフルに出来上がったこいのぼ

りを飾ると、壁一面に子ども達の元気の良さが感じられまし

た。子どもの日はどんな日なのかを聞いたり、絵本をみたり

し過ごしました。みなさんで「屋根より高いこいのぼり…」

と元気良く歌も歌いました。これからも元気いっぱいちゃー

むに来て下さいね。と声をかけました。
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平成23年度　貸 借 対 照 表

平成23年度　財 産 目 録

社会福祉法人誠心会　役員・評議員

（自　平成23年４月１日　　至　平成24年３月31日）　　 　　　　　　　（単位：円）

（平成24年３月31日現在）（単位：円）

資産・負債の内訳 金　　　額 資産・負債の内訳 金　　　額

流　動　資　産 その他の固定資産計 313,773,746

現 金 預 金 134,592,076 固 定 資 産 計 1,022,843,156

売 掛 金 153,070 資 産 計 1,249,494,560

原 材 料 158,972 流　動　負　債

未 収 金 88,591,034 未 払 金 83,425,940

前 払 金 3,156,252 預 り 金 388,733

流　 動　 資　 産　 計 226,651,404 流　 動　 負　 債　 計 83,814,673

固　定　資　産 固　定　負　債

基　本　財　産 設備資金借入金 21,980,000

建 物 542,883,824 退職給与引当金 35,765,562

土 地 165,185,586 固 定 負 債 計 57,745,562

基本財産特定預金 1,000,000 負 債 合 計 141,560,235

基　 本　 財　 産　 計 709,069,410 差 額 純 資 産 1,107,934,325

その他の固定資産

建 物 106,309,254

構 築 物 7,867,724

機 械 及 び 装 置 2,148,405

車 輌 運 搬 具 5,975,593

器 具 及 び 備 品 7,754,336

土 地 52,256

権 利 7,362,596

人件費積立預金 60,630,000

敷 金 290,000

施設整備等積立預金 79,575,000

退職共済預け金 35,765,562

リサイクル預託金 43,020

資　　　産　　　の　　　部 負　　　債　　　の　　　部

科　　目 合計金額 一般会計 公　　益 多 機 能 科　　目 合計金額 一般会計 公　　益 多 機 能

流 動 資 産 226,651,404 211,919,341 1,412,984 13,319,079 流 動 負 債 83,814,673 82,731,727 0 1,082,946

固 定 資 産 1,022,843,156 1,013,966,652 0 8,876,504 固 定 負 債 57,745,562 55,702,416 0 2,043,146

負 債 の 部 合 計 141,560,235 138,434,143 0 3,126,092

純　　資　　産　　の　　部

基  本  金 129,382,165 129,382,165 0 0

国庫補助金等特別積立金 307,706,767 302,832,960 0 4,873,807

そ の 他 の 積 立 金 140,205,000 140,205,000 0 0

次期繰越活動収支差額 530,640,393 515,031,725 1,412,984 14,195,684

純 資 産 の 部 合 計 1,107,934,325 1,087,451,850 1,412,984 19,069,491

資産の部合計 1,249,494,560 1,225,885,993 1,412,984 22,195,583 負債及び純資産の部合計 1,249,494,560 1,225,885,993 1,412,984 22,195,583

脚注 １．受取手形割引高及び裏書譲渡高　　　　 　０円
　　 ２．減価償却費の累計額　　　　　　683,372,147円
　　 ３．徴収不能引当金の額　　　　　　　　　　 ０円

氏　　名 氏　　名 氏　　名

１ 役員・評議員 松　﨑　有　一 ９ 監　　　　事 久　野　俊　三 17 評　 議 　員 根　本　尚　恵

２ 役員・評議員 遠　藤　麒三郎 10 監　　　　事 小　野　弘　二 18 評　 議 　員 今　泉　明　美

３ 役員・評議員 中　島　國　晴 11 評　 議 　員 新　妻　幸　友 19 評　 議 　員 清　水　信　弘

４ 役員・評議員 須　能　則　和 12 評　 議 　員 清　水　敏　男 20 評　 議 　員 小　松　　　博

５ 役員・評議員 草　野　洋　治 13 評　 議 　員 蛭　田　　　克 21 評　 議 　員 鈴　木　基　寛

６ 役員・評議員 渡　辺　敏　夫 14 評　 議 　員 鈴　木　　　一 22 評　 議 　員 中　野　　　光

７ 役員・評議員 丹　野　政　一 15 評　 議 　員 鎌　田　真理子

８ 役員・評議員 紺　野　健一郎 16 評　 議 　員 斉　藤　七　重
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平成23年度　事業活動収支内訳書
（自　平成23年４月１日　　至　平成24年３月31日）　　　　　　　（単位：円）

勘　　　定　　　科　　　目 合　　　計 一 般 会 計 公　　　益 多　機　能

就
労
支
援
事
業

活
動
収
支
の
部

収 

入

就労支援事業収入 8,837,683 0 0 8,837,683

就労支援事業活動収入計 8,837,683 0 0 8,837,683

支 

出

就労支援事業支出 25,781,168 0 0 25,781,168

就労支援事業活動支出計 25,781,168 0 0 25,781,168

就労支援事業活動収支差額＝－ -16,943,485 0 0 -16,943,485

事
　
　

業
　
　

活
　
　

動
　
　

収
　
　

支
　
　

の
　
　

部

収
　
　
　

入

自立支援費等収入 299,262,462 257,107,585 0 42,154,877

利用料収入 62,116,253 62,116,253 0 0

措置費収入 173,250,548 173,250,548 0 0

私的契約利用料収入 1,726,106 1,721,620 4,486 0

補助事業等収入 8,900,862 7,837,442 0 1,063,420

経常経費補助金収入 16,907,861 15,182,849 113,986 1,611,026

寄付金収入 800,000 800,000 0 0

雑収入 16,376,929 14,615,762 0 1,761,167

引当金戻入 1,901,442 104,438 0 1,797,004

国庫補助金等特別積立金取崩額 18,434,882 17,982,022 0 452,860

事業活動収入計 599,677,345 550,718,519 118,472 48,840,354

支
　
　
　

出

人件費 335,613,728 313,297,569 51,317 22,264,842

事務費支出 60,765,054 47,855,384 6,416 12,903,254

事業費支出 106,073,282 105,539,780 5,401 528,101

減価償却費 36,791,802 35,744,945 0 1,046,857

徴収不能額 0 0 0 0

引当金繰入 2,849,544 2,624,260 0 225,284

事業活動支出計 542,093,410 505,061,938 63,134 36,968,338

事業活動収支差額＝－ 57,583,935 45,656,581 55,338 11,872,016

事 

業 

活 

動 

外 

収 
支 
の 

部

収
　
　
　

入

借入金利息補助金収入 567,750 567,750 0 0

受取利息配当金収入 12,643 11,522 0 1,121

会計単位間繰入金収入 2,450,000 0 0 2,450,000

経理区分間繰入金収入 161,531,048 152,921,455 479,593 8,130,000

事業活動外収入計 164,561,441 153,500,727 479,593 10,581,121

支
　
　
　

出

借入金利息支出 567,750 567,750 0 0

会計単位間繰入金収入 2,450,000 2,450,000 0 0

経理区分間繰入金支出 161,531,048 152,921,455 479,593 8,130,000

事業活動外支出計 164,548,798 155,939,205 479,593 8,130,000

事業活動外収支差額＝－ 12,643 -2,438,478 0 2,451,121

経常収支差額＝＋＋ 40,653,093 43,218,103 55,338 -2,620,348

特
　

別
　

収
　

支
　

の
　

部
　

収
　
　
　

入

施設整備等補助金収入 40,076,000 40,076,000 0 0

施設整備等寄付金収入 0 0 0 0

移行時差額繰入金収入 243,829,760 0 84,775

その他の特別収入 0 0 0

特別収入計 283,990,535 283,905,760 0 84,775

支
　
　
　

出

基本金組入額 0 0 0 0

固定資産売却損・処分損（売却原価） 83,655 83,655 0 0

国庫補助金等特別積立金積立額 40,076,000 40,076,000 0 0

移行時差額繰入金支出 243,914,535 243,914,535 0 0

特別支出計 284,074,190 284,074,190 0 0

特別収支差額＝－ -83,655 -168,430 0 84,775

繰 

越 

活 

動

収
支
差
額
の
部

当期活動収支差額＝＋ 40,569,438 43,049,673 55,338 -2,535,573

前期末繰越活動収支差額 472,576,955 454,488,052 1,357,646 16,731,257

当期末繰越活動収支差額＝＋ 513,146,393 497,537,725 1,412,984 14,195,684

その他の積立金取崩額 38,496,000 38,496,000 0 0

その他の積立金積立額 21,002,000 21,002,000 0 0

次期繰越活動収支差額＝＋－ 530,640,393 515,031,725 1,412,984 14,195,684
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 夏と言えば一番に思い浮かぶのは祭

り！祭りには夏の暑さを吹き飛ばすよう

なパワーを感じます。やしおみ荘では、

毎年８月に夏祭りを行っています。盆踊

りに歌謡ショー、大抽選会そして締めは

夜空に広がる大輪の花火。昨年は、震災

から自粛した花火大会でしたが、今年は

行なう事となりました。花火の打ち上げ

は、活気を取り戻し歩んでいる証として、

夜空を彩る事でしょう。

編
集 後 記

佐藤理容所　様

７月

◎ 社会性自立支援

20日

◎ハートフル・イン

  やしおみ    23日

８月

◎夏まつり ５日

◎夏季一時帰省

◎未帰省者食事会

９月

◎日帰り旅行Ａ

◎日帰り旅行Ｂ

◎日帰り旅行Ｃ

ふじみの園

７月

◎男子日帰り旅行

 13日

◎フレンドリーシップ

　inふじみ 10日

◎女子日帰り旅行

 24日

◎総合防災訓練 25日

８月

◎未帰省者外出

９月

◎ふじみの森フェス

ティバル

虹のかけはし

７月

◎保護者との懇談会

◎かしま荘祭り

８月

◎お盆休暇

 13日～15日

９月

◎旅行

ワークセンターしおさい

７月

◎保護者との懇談会

◎お盆休暇

 13日～15日

９月

◎旅行

７月

◎ 七夕

８月

◎カレー作り

◎スイカわり

９月

◎敬老の日プレゼント

　作り

天真庵

７月

◎保護者との懇談会

◎お盆休暇

 13日～15日

９月

◎旅行

これからこれからの 定定
やしおみ荘

　６月19日（火）～６月20日（水）の２日間にわたり、秋田県

鹿角市「ホテル鹿角」において、第43回東北地区救護施設研究

協議大会が開催されました。今大会は「支援ニーズの多様化に

対して救護施設の果たすべき役割を考える」というテーマのも

と各公演・発表がなされました。

　全国救護施設協議会、大西豊美会長の公演では世界的不況、

震災、経済、雇用情勢の悪化、高齢者、障害者が専門施設への

受け入れられない実態、また矯正施設から退所したあと、自立

した生活を営むことが困難な者、失業者、生活困窮者にとって

の最後のセーフティネットとして救護施設の在り方を実感させ

られるものとなりました。

　生活保護に陥ることで中々、脱却出来ず、生活保護者が減ら

ずに増える一方の状況で、困窮者が制度を知らずに地域に置き

去りにならないように救護施設が積極的に出向いて相談に乗

り、伴走して制度・社会復帰に結びつけられるよう、最終的に

は生活保護に頼らないような取り組みを行なっていくこと等、

今救護施設が求められている役割を十分に学ばせて頂きまし

た。

　第２分科会では「個別支援計画の取り組みと地域生活支援」

といったテーマでやしおみ荘は発表する機会を頂きました。

　「法人体系と個別支援～荘内生活を継続する個別支援と地域

の関わり～」と題して地域生活移行を望まれる方以外で、荘内

生活においての社会参加活動、地域交流を通して、荘での生活

を継続する方であっても地域住民の一人として尊重される為の

支援の取り組みに視点を当てた事例を発表させて頂きました。

質疑応答や助言者のご意見により利用者の満足度がよりいっそ

う高まるようなアドバイスを頂き、今後の支援にも役立てられ

るようなものとなりました。

　分科会終了後の交流会でも各施設の情報の共有や熱い支援へ

の語りがあってプロとしての姿勢を再認識させられました。今

大会に参加・発表という機会を頂きましてありがとうございま

した。自身の成長につなげ、また利用者に対する質の高いサー

ビスに還元できるように今後より一層努めていきたいと思いま

す。

東北地区救護施設研究協議大会に参加して

救護施設やしおみ荘　ケースワーカー　丹野　和元

児童デイサービスちゃーむ

寄付を頂いた方
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